行程記録 by 小川 浩三
― 1 ― 









































































林芙美子、中村憲吉といった尾道ゆかりの 25 人の句碑が自然石に刻まれて点在する。 
 文学の小道を下ったところに大宝山権現院千光寺がある。開基は空海と伝えられている。本
堂は、独特の赤舞台の構造から「赤堂」とも呼ばれ、1686 年の創建である。本尊は千手観世音
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「ひょっこりひょうたん島」のモデルの一つと言われている。 
伯方塩業株式会社大三島工場は、2000 年 5 月に竣工したが、株式会社自体は 1973 年 8 月に
創立された。1971 年 4 月に｢塩業近代化臨時措置法｣成立によって、それまで日本の塩製造の伝
統であった塩田が廃止され、塩化ナトリウム 99 パーセント以上のイオン交換膜製塩が出回るこ
とになった。これに対して不安を抱いた松山市在住の有志が、自然塩存続運動を起こした。塩
田が盛んであった伯方島でも、1971 年 12 月には全塩田が廃止されるに至ったが、自然塩存続
運動は続けられ、最終的には上記の伯方塩業株式会社設立に至った。設立は、１口 10 万円の無
担保、無保証、無期限の塩による出世払いということで出資を募り、直ちに数百万円の応募が
























































ある松山に、2007 年 4 月に誕生した。この小説は、その後 2009 年から 2011 年にかけて NHK










































夜灯が立っている。これは、1834 年に 4000 人近い人々が浄財した寄付によって創建された。
最も多額の寄付をした塩原太助の名を取って、「太助灯籠」と呼ばれている。 
 最後の見学地は、この近くにある「うちわの港ミュージアム」であった。丸亀はうちわが伝
統工芸であり、このミュージアムでは関係する展示の他に、うちわ作りの実演が行われていた。
ピカピカの新人も含めた徒弟が、竹を割り、削っていた。他方で、親方と思しき人がうちわの
骨格部分の形を作っていた。短時間ではあったが、手作業を見ていることは、飽きないもので
あった。ミュージアムの中には手作りのうちわも販売されていた。相当高価なものもあったが、
ここ以外では簡単に見つけることができないものも少なくなかった。 
 
三 おわりに 
 
 丸亀を後にして、坂出北インターから瀬戸大橋に乗って、途中与島パーキング・エリアで一
時休憩した後、岡山インターを経て岡山駅終点に到着した。私にとって、今回の瀬戸内の旅は、
頭ではなんとなく理解していた、鉄道以前の水上交通の圧倒的重要性を実感させるものであっ
た。 
